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､

て 疏 へ 子
や

､

叡 指
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中
世
聖
徳
太
子
伝

の

一
駒

1

｢
ね
ん
ね
ん
子
守
歌
｣
小
考

-

要

旨
い
わ
ゆ
る

｢中
世
聖
徳
太
子
伝
｣
等
の
な
か
に
､

一
歳
の
聖
徳
太
子
を
乳
母
た
ち
が

子
守
歌
を
歌

っ
て
あ
や
す
話
が
あ
る
｡
そ
の
中
で
歌
わ
れ
る

｢ね
ん
ね
ん
子
守
歌
｣
は
､

子
守
歌
の
歴
史
の
中
で
も
特
に
早
い
記
事
で
注
目
さ
れ
る
｡
今
野
達
氏
は
そ
の
成
立
を

鎌
倉
末
期
以
前
か
と
想
定
さ
れ
た
が
'

一
二
七
五
年
成
立
の

『名
語
記
』
と
語
嚢
が
共

通
す
る
こ
と
か
ら
､
鎌
倉
中
期
ま
で
成
立
を
遡
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
｡

ま
た
､
太
子
の

｢幼
稚
｣
の
様
は
'
｢権
者
｣
と
し
て
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
ば
か
り
の
太
子
伝

の
中
で
は
非
常
に
特
異
で
あ
る
｡
こ
れ
は
､
当
時
の
太
子
伝
享
受
が

｢絵
解
き
｣
と
密
接

に
関
わ
っ
て
お
り
､
『
玉
林
抄
』
の

｢小
歌
か
か
り
に
｣
と
い
う
注
記
も
参
考
に
す
る
と
､

読
者

(あ
る
い
は
聴
衆
)
に
､
太
子
も
赤
ん
坊
の
時
は
凡
夫
と
同
じ
だ
と
語

っ
て
親
し
み

を
抱
か
せ
る
と
い
う
意
図
が
あ
っ
て
'
世
間
に
通
行
し
て
い
た

｢ね
ん
ね
ん
子
守
歌
｣
を
､

太
子
に
向
け
て
の
も
の
と
ア
レ
ン
ジ
し
て
利
用
し
た
可
能
性
が
あ
る
｡

一

は
じ
め
に

聖
徳
太
子

一
歳
の
時
に
太
子
を
あ
や
す
た
め
に
歌
わ
れ
た
と
さ
れ
る
子
守
歌
が
あ
る
｡

す
で
に
真
鍋
昌
弘
氏

｢聖
徳
太
子
伝
所
載
子
守
歌
再
考
｣
(『
日
本
文
学
の
重
層
性
』
所

収

･
桜
楓
社

･
一
九
八
〇
年
4
月
)
'
及
び
今
野
達
氏

｢語
園
漫
考

(
二
)
-

ね
ん
ね

ん
唄
由
来

･
浦
島
二
則

･
玉
泉
坊
の
鬼
-

｣
(横
浜
国
大
国
語
研
究

･
-
号

･
一
九
八

七
年
3
月
)
等
に
よ

っ
て
考
察
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
｡
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真
鍋
氏
は
､
寛
文
六
年

(
一
六
六
六
)
刊
の

『
聖
徳
太
子
伝
』
版
本
の
子
守
歌
の
歌

(-)

詞
の
意
味
を
考
察
さ
れ
､
ま
た
今
野
氏
は
､
酉
誉
聖
聡
の

『当
麻
皇
陀
羅
疏
』
に
記
さ

れ
た
子
守
歌
関
連
の
記
事

(以
下
､
A
と
略
称
)
を
最
も
古
い
も
の
と
し
て
指
摘
さ
れ

た
｡
本
稿
で
は
'
い
わ
ゆ
る
文
保
本
系

｢中
世
聖
徳
太
子
伝
｣
の
う
ち
の
､
叡
山
文
庫

天
海
蔵
本

『
太
子
伝
』
(享
徳
三

･
四
年
-

一
四
五
四

･
五
年
写
)
を
用
い
､
他
の
中

世
太
子
伝
や

『
聖
徳
太
子
伝
暦
』
の
注
釈
を
も
視
野
に
入
れ
て
'
そ
の
展
開
や
意
味
内

容
を
若
干
考
察
し
て
み
た
い
｡

さ
て
､
聖
徳
太
子
を
乳
母
た
ち
が
あ
や
す
子
守
歌

(以
下
､
｢
ね
ん
ね
ん
子
守
歌
｣
)

に
つ
い
て
は
､
真
鍋
氏

･
今
野
氏
の
考
察
さ
れ
た
も
の
以
外
に
､
管
見
で
は
､

B

『太
子
伝
玉
林
抄
』
(文
安
五
年

(
一
四
四
八
)
成
立
)
(吉
川
弘
文
館
刊
の
複

製
に
よ
る
)

C
l

『
太
子
伝
』
(叡
山
文
庫
本
)
(永
享
三

･
四
年

(
一
四
五
四

･
五
)
写
)

(『中
世
聖
徳
太
子
伝
集
成
』
第
四
巻
の
影
印
に
よ
る
)

C
2

『太
子
伝
抄
』
(四
天
王
寺
本
)
(室
町
後
期
写
)
(『中
世
聖
徳
太
子
伝
集
成
』

第
四
巻
)

C

3

『
太
子
伝
』
(内
題

｢
仏
法
最
初
之
四
天
王
寺
開
山
法
興
弘
通
用
明
天
王
之

愛
子
聖
徳
皇
太
子
伝
法
疏
｣
)
(神
宮
文
庫
本
)
の
欄
外
注
記
=
本
文
と
同
筆

(明

応
九
年

(
一
五
〇
〇
)
写
)
(『中
世
聖
徳
太
子
伝
集
成
』
第
五
巻
)

C
4

『
聖
徳
太
子
伝
記
』
(西
尾
市
立
図
書
館
岩
瀬
文
庫
本
)
(江
戸
前
期
写
)

(『中
世
聖
徳
太
子
伝
集
成
』
第
三
巻
)
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甲 け 仮 内 そ か 大 書 等
･

､

名 ま 容 の ら 子 に に C

川 妹 申 知 自 大 の 今 先 と で 乙 見 交 ず が 書 な の は 記 伝 5

勝 子 せ 召 髪 子 峯 の づ 云 も (

､

や じ は
､

写 か 伝 B 載 集
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へ れ 〈

､

月 a す り
､

他 が っ 記 の が 成 『

長 持
､ ､

こ 生 花 生 念 り 古 甲 子 益 i く か 叡 の 管 た 類 『 あ
』
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○

法
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○
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P
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使 し は で こ と 諸 伝 よ 中
宜

､ ､

あ と す 書 暦 び 世
d 其 奉 の 字 表 る と る に

』
そ 聖

霊慧言警て 今雷毒草 軍
司

冨 蔓塁葦
○

左程毒害嘉警

ざ 入 れ て ば に 寒 不 頂
れ 御 て ば 子 其 生 を 触 に 又

⑦ う を く 〈 ば 乳 清 神 の 子 る 防 子 覆 ｢

念
o

付 犬 乙 母 浄 宮 始 の が ぎ の へ 生

々 ⑥ け の
〉

は の 皇 終 末
､

熱 身 る め

警要塞蓋書聖蔓蔓露草霊草喜葺吾人
は

聞
き

き

Eii d

マ

マ
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辞 ふ と れ 考 寛
典 声 し て 察 文 こ
』

に た る ｢ 言 さ 六 こ

も も 上 べ 目 及 れ 年 で

挙 お で き 木 さ る 版
､

げ の
､

で 羅 れ 中 本 前
て れ 天 あ 々 た で ( 掲
い を 正 ろ

｣ ○ ､

叡 の

る ぢ 狂 う っ つ 特 山 両

明 よ 言
○

ま ま に 文 氏

霊宝蔓喜
o

'

至芸壷
ヱ で 言 遠 望習嘉
と 『 つ 成 発 意 氏
い 狂 と と 見 味 は

う 言 ゆ 見 さ を
､

松 本 昭 彦

C
-

『聖
徳
太
子
伝
記
』
(国
会
図
書
館
本
)
(江
戸
前
期
写
)
(『中
世
聖
徳
太
子

伝
集
成
』
第
三
巻
の
影
印
に
よ
る
)

等
に
記
載
が
あ
る
の
か
見
つ
か

っ
た
｡

一
方
､
『聖
徳
太
子
伝
暦
』
お
よ
び
そ
の
注
釈

書
に
は
B
の

『
宝
林
抄
』
以
外
に
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
｡
ま
た
､
『伝
暦
』
以
前
の

太
子
の
伝
記
類
や
'
大
日
本
仏
教
全
書

｢聖
徳
太
子
伝
叢
書
｣
所
収
の
請
書
に
も
見
つ

か
ら
な
か
っ
た
｡
本
稿
の
考
察
で
c
l
叡
山
文
庫
本

『太
子
伝
』
を
主
と
す
る
の
は
､

そ
の
書
写
が
管
見
に
入
っ
た
も
の
の
中
で
は
最
も
古
い
時
期
に
属
す
る
こ
と
と
'
そ
の

内
容
が
､
他
の
本
の
ほ
ぼ
最
小
公
倍
数
的
な
中
身
を
持

っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
｡

ま
ず
は
､
叡
山
文
庫
本

『太
子
伝
』
の
本
文
を
挙
げ
る
｡
但
し
本
文
は
'
表
記
を
片

仮
名
交
じ
り
か
ら
平
仮
名
交
じ
り
に
変
え
て
濁
点
を
付
し
'
改
行
を
施
し
､
字
間
を
空

け
'
見
や
す
-
改
め
た
｡
ま
た
､
子
守
歌
部
分
に
は
'
後
で
の
考
察
の
便
宜
の
た
め
'

甲

･
乙
t

a
～

e
t
①
～
⑧
の
記
号
を
付
し
た
｡

(月
益
姫
ら
乳
母
は
)
太
子
を
膝
の
上
に
守
り
立
､
懐
の
中
に
抱
き
奉
け
る
ま

で
も
､
子
細
多
き
事
共
也
｡
此
五
人
の
御
乳
母
'
太
子
を
守
進
せ
L
t
其
詞
､

(甲
V

a
念
々
々
々
々

b
露
々
々
々
々
t
c
念
禅
法
師
古
法
師

d
宿
れ
々

れ
古
法
師
､

e
生
め
る
子
の
下
に
は
祢
宜
羅
々
之
候
ぞ

と
云
へ
り
｡
太
子
伝

一
歳
の
下
に
秘
事
余
た
候
｡
是
殊
に
可
秘
事
候
｡
さ
れ
共
､

先
づ

｢念
々
々
｣
の
七
声
ま
で
守

(傍
訓

｢も
り
｣
)
奉
り
L
は
､
先
六
生
と
与

今
の
所
生
合
て
七
声
也
｡
次
に

｢露
々
々
｣
と
又
七
声
申
さ
れ
L
は
､
或
は
恵
日

の
峯

･
花
厳
々
･
南
岳
々
･
達
磨
々
､
所
々
に
て
法
花
を
顕
露
に
修
行
玉
ひ
､
今
'

太
子
と
生
給
て
し
｡
此
妙
典
を
弘
通
し
給
事
也
｡
｢古
法
師
｣
と
は
念
禅
に
て
'

白
髪
に
こ
そ
坐
も
'
今
若
々
と
厳
き
太
子
と
成
給
と
云
へ
り
｡
太
子
こ
そ
未
然
を

知
召
し
'
先
生
に
通
じ
給
L
に
'
五
人
の
乳
母
等
は
何
に
し
て
知
進
せ
け
る
ぞ
と

申
せ
ば
'
知
れ
る
こ
そ
理
也
｡
月
益
姫
は
蘇
我
大
臣
多
聞
天
の
娘
也
｡
日
益
姫
は

妹
子
臣
持
国
天
娘
也
｡
玉
照
姫
は
守
屋
大
臣
地
蔵
薩
唾
の
娘
也
｡
唐
花
姫
は
秦
の

川
勝
増
長
の
娘
也
｡

二

又

｢生
め
る
子
の
下
に
は
祢
宜
羅
々
の
候
ぞ
｣
と
は
､
子
の
母
の
腹
に
在
る
時
'

頂
に
覆

へ
る
肉
の
事
也
｡
八
葉
の
形
に
て
'
母
の
毒
を
服
す
れ
ば
此
肉
引
覆
て
､

不
触
子
の
身
に

(返
り
点

｢
一
｣
)
｡
薬
を
食
時
は
彼
八
葉
開
て
心
身
を
養
ふ
｡

寒
を
防
ぎ
熱
を
も
さ
-
｡
加
様
に
胎
内
よ
り
助
ら
れ
た
る
が
'
子
の
生
る
～
時
共

に
生
る
が
'
母
衣
と
云
物
是
也
｡
是
は
八
神
の
所
生
に
て
'
浄
き
所
に
安
置
す
れ

ば
其
子
の
末
へ
目
出
度
く
'
果
報
勝
ペ
し
｡
若
不
浄
の
所
に
置
ば
八
大
荒
神
と
成

て
子
の
始
終
の
障
碍
の
神
た
り
｡
故
に

｢
ね
さ
ら
～
の
候
ぞ
｣
と
は
云
へ
り
｡
さ

れ
ば
神
宮
皇
后
の
異
国
を
責
給
て
後
ち
八
幡
を
生
給
に
も
'
母
衣
を
ば
新
き
箱
に

入
て
清
浄
の
所
に
埋
み
給
ふ
｡
今
の
箱
崎
の
明
神
是
也
｡

御
乳
母
は
加
様
に
深
意
有
て
守
り
進
せ
L
を
'
当
時
の
人
は
聞
き
き

(
マ
マ
)

ざ
れ
ば

(乙
)
①
ね
入
れ
々
々
小
法
師

②
宿
々
れ
小
法
師

③
縁
々
の
下
に
は
む

く
犬
の
候
ぞ
､
④
梅
の
木
の
下
に
は
目
さ
ら
～
の
候
ぞ
｡
⑤
念
々
法
師
に
緒

を
付
け
て
露
々
法
師
に
引
せ
う
'
露
々
法
師
に
緒
つ
け
て
念
々
法
師
に
引
せ

う
｡
⑥
御
乳
の
人
は
ど
こ
へ
ぞ
､
玉
の
々
の
小
河
へ
む
つ
き
-
1
す
ま
L
に
｡

⑦
念
々
⑧
露
々
｡
④
梅
木
の
下
に
は
目
き
ら
～
の
候
ぞ
｡
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こ
こ
で
､
前
掲
の
両
氏
の
先
行
研
究
を
簡
単
に
紹
介
し
て
お
-
｡
ま
ず
真
鍋
氏
は
'

寛
文
六
年
版
本

(叡
山
文
庫
本

『太
子
伝
』
の
記
事
と
ほ
ぼ
同
文
)
の
歌
詞
の
意
味
を

考
察
さ
れ
る
中
で
､
特
に
本
稿
で

(
乙
)
④
と
し
た
部
分
に
つ
い
て
は
用
例
を
発
見
さ

れ
て
言
及
さ
れ
た
｡
つ
ま
り
､

｢目
木
羅
々
｣
つ
ま
り

｢目
さ
ら
ら
｣
は
､
｢目
｣
+

｢き
ら
ら
｣
の
構
成
と
見

る
べ
き
で
あ
ろ
う
｡

と
し
た
上
で
'
天
正
狂
言
本

｢富
士
松
｣
で
の
主
人
と
太
郎
冠
者
の
連
歌

｢あ
っ
と
ゆ

ふ
声
に
も
お
の
れ
を
ぢ
よ
か
し

お
っ
な
い
せ
う
の
こ
れ
は
め
き
ら
～

｣
や
'
『狂
言

辞
典
』
も
挙
げ
て
い
る
明
層
板

『世
話
尽
』
･
巻
二

｢恩
な
い
主
の
目
ざ
ら
｣
と
い
う
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と と 表
あ ま 考 現

そ 平 全 ど の
-

ち ま た 察 思 い を

怪 に

や ば

化
､

物 こ

L _

U

と

宣誓
､

』

撃主
は い 世 に ふ 蓋撃
へ の て

人 い

々 た
に

用
い

｢

ら 目
,
]

へ の 契 生
○

れ の

て 光
い っ

た た

と 怖

と

さ

れ ん 説
て 唄 請
い

＼ ノ

は

る の 鎌
o

存 倉
在 時
は 代

､

末
当 期
然 に

そ 出
れ 釆
に 上

先 が

立 っ

っ た

こ と

と 見
に て

な よ

る く
○ ヽ

そ

の

本
歌
の

/
へ

＼

ね

ん

ね

が よ 語 が せ つ と 〈 と 挙 の た 文
あ う ② 記 幼 よ ① い り 甲 さ げ 人 と 庫 本

宿 り だ の
』

児 う に て あ
〉

れ て れ 月 て が す 本 稿 歌

墓室表琴裏

書重責革裏表重
量苧撃奉書革萱至

の
字 ま

､

分 記 意 と い て ず
､ 詞

考
察

右筆芸た
､

重責
言

責曇
一

重季蔓至宝要
夕 に に ｢ 守 末 が 1

リ く 『 師 や よ ね 歌 代 歌 叡
｣

い 名
｣

ま っ い を
｣

っ 山
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中世聖徳太子伝の一助

表
現
を
挙
げ
'

江
戸
初
期
に
は
'
こ
と
わ
ざ
と
し
て
一
般
化
し
て
い
た
-
-

｢目
の
光

っ
た
怖

い
モ
ノ

(妖
怪
や
化
物
)
｣
を
も
意
味
し
て
当
時
の
人
々
に
用
い
ら
れ
て
い
た
と

思
わ
れ
る
｡

と
考
察
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
｡

ま
た
､
今
野
氏
は
'
『当
麻
鼻
陀
羅
疏
』
巻
四
十
に

彼
の
聖
徳
太
子
の
事
を
承
る
に
､
救
世
観
音
の
応
跡
と
し
て
此
の
日
本
国
に
生

ま
れ
下

(
マ
マ
)
ふ
と
難
も
､
且
つ
凡
夫
に
似
て
同
習
の
幼
稚
に
て
卸
す
時
､
強

ち
に
泣
き
給
ひ
し
か
ば
'
御
乳
母
是
を
慰
め
兼
ね
参
ら
せ
け
る
を
､
赤
衣
の
化
人
'

一
人
出
で
来
り
､
太
子
を
懐
き
奉
り
て

｢念
念
法
師
は
古
法
師
t
を
と
か
守
は
と

こ
い
け
､
玉
の
玉
の
金
剛
へ
む
つ
き
む
つ
き
す
す
き
に
'
今
は
来
る
そ
な
鳴
き
そ
｣

と
云
々
｡
言
ふ
心
は
'
｢念
念
法
師
｣
と
云
ふ
は
'
前
世
南
岳
大
師
の
名
な
り
｡

｢古
法
師
｣
と
は
t
か
-
古
き
法
師
に
て
ま
し
ま
す
と
云
ふ
意
な
り
｡
｢を
と
｣
と

は
'
今
垂
跡
嬰
児
の
形
な
り
｡
｢守
｣
と
は
､
本
地
法
身
の
位
な
り
｡
心
理
の
玉

は
金
剛
不
壊
な
る
を
､
｢
玉
の
金
剛
｣
と
云
ふ
ぞ
｡
煩
悩
濁
乱
の
衆
生
を
度
し
玉

ふ
を
､
｢
む
つ
き
す
す
-
｣
と
云
ふ
ぞ
｡
終
に
諸
衆
生
本
覚
の
理
に
契
当
す
べ
き

を
｡
｢今
は
-
る
ら
ん
｣
と
は
､
是
を
今
の
世
ま
で
も
を
さ
あ
ひ
も
の
を
懐
ひ
て

は
､
｢念
念
法
師
古
法
師
､
弟
か
守
は
と
こ
い
け
'
玉
の
玉
の
金
剛

へ
む
つ
き
む

つ
き
す
す
き
に
'
今
は
-
る
そ
な
鳴
そ
｣
と
は
云
へ
る
な
り
｡

と
あ
る
記
事
の
存
在
を
指
摘
さ
れ
'

『
当
麻
鼻
陀
羅
疏
』
の
成
立
は
､
永
享
八
年

(
一
四
三
六
)
'
酉
誉
七
十

一
歳

の
時
で
あ

っ
た
｡
(
ね
ん
ね
ん
唄
)
と
聖
徳
太
子
と
の
結
び
つ
き
は
､
そ
れ
か
ら

ど
の
程
度
古
-
遡
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
｡
こ
れ
に
つ
い
て
は
､
今
の
と
こ
ろ
'

全
-
徴
す
べ
き
資
料
が
見
当
た
ら
な
い
｡
-
-
時
機
的
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
の
は
､

平
安
末
期
以
降
鎌
倉
時
代
を
通
じ
て
彩
折
と
し
て
聖
徳
太
子
信
仰
が
盛
り
上
が
り
'

そ
の
間
に
稚
児
太
子
信
仰
が
拾
頭
し
た
頃
で
あ
ろ
う
｡

-
-
聖
徳
太
子
の
子
守
唄

説
話
は
鎌
倉
時
代
末
期
に
出
来
上
が

っ
た
と
見
て
よ
-
'
そ
の
本
歌
の

(ね
ん
ね

ん
唄
)
の
存
在
は
'
当
然
そ
れ
に
先
立
つ
こ
と
に
な
る
｡

と
さ
れ
て
い
る
｡

二

歌
詞
の
考
察

本
稿
で
も
､
ま
ず
こ
の
子
守
歌
の
歌
詞
の
意
味
を
考
察
し
て
行
き
た
い
｡

C
l叡
山

文
庫
本

『太
子
伝
』
及
び
他
の
二
本

(
C
4
･
C
5
)
で
は
'
太
子
の
乳
母
た
ち
が
歌

っ

た
と
す
る
も
の

(
(甲
V

a
～

e
)
と
､
そ
れ
を

｢当
時
｣
(現
代
の
意
)
･
｢末
代
｣

の
人
が
誤

っ
て
歌

っ
て
い
る
と
す
る
も
の

(
(
乙
)
①

～
⑧
)
の
二
種
類
の
子
守
歌
を

挙
げ
て
い
る
が
'
こ
れ
に
つ
い
て
は
真
鍋
氏
は

月
益
姫
以
下
五
人
の
姫
達
が
う
た
っ
た

｢念
念
念
-
-
｣
の
方
は
､
-
-

｢
ね
い

れ
ね
い
れ
-
-
｣
の
型
を
も
と
に
し
て
､
こ
の
物
語
作
者

(又
は
伝
承
者
)
に
よ
っ

て
つ
く
ら
れ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
｡

と
さ
れ
て
い
る
｡
当
然
の
こ
と
な
が
ら
､
こ
こ
に
記
録
さ
れ
て
い
る
乳
母
の
子
守
敬

(甲
)
が
'
物
理
的
史
実
と
し
て
太
子
に
向
か

っ
て
歌
わ
れ
た
可
能
性
は
ゼ
ロ
で
あ
る
｡

と
り
あ
え
ず
真
鍋
氏
の
ご
指
摘
を
作
業
仮
説
と
し
て
'
ま
ず

(
乙
)
①

～
⑧
の
部
分
に

つ
い
て
見
て
行

っ
た
後
で
t
へ甲
V

a
～

e
の
部
分
と
の
関
係
も
考
え
て
み
た
い
｡

①
に
つ
い
て
は
'
特
に
問
題
な
い
で
あ
ろ
う
｡
寝
か
そ
う

(あ
る
い
は
､
泣
き
や
ま

せ
よ
う
)
と
す
る
赤
ん
坊
に

｢
眠
れ
眠
れ
｣
と
言

っ
て
い
る
部
分
で
あ
る
｡
｢法
師
｣

が
幼
児
を
意
味
す
る
こ
と
は
'
狂
言
等
に
用
例
が
あ
る
｡
ま
た
､
⑤
に
つ
い
て
の

『名

語
記
』
の
記
事
参
照
｡

②
の
部
分
は
'
｢宿
る
｣
と
い
う
語
が
､
寝
か
せ
る
こ
と
と
直
接
結
び
つ
き
に
く
い

よ
う
だ
が
'
『類
衆
名
義
抄
』
法

･
下
巻
に
は
'
｢宿
｣
の
訓
み
の
一
つ
に

｢
ネ
タ
リ
｣

(2
)

が
あ
り
'
ま
た

『壌
嚢
抄
』
巻

一
･
二
十
丁
ク

に

宿
の
字
､
論
語
に
は
子
と
り
と
よ
む
｡
宿
は
宿
鳥
と
注
せ
り
｡

三
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I
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､ 誓 と

や
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松 本 昭 彦

と
あ
る
こ
と
か
ら
､
や
は
り

｢寝
て
い
な
さ
い
｣
の
意
味
で
使

っ
て
い
る
と
考
え
て
よ

い
だ
ろ
う
｡
｢寝
｣
と

｢宿
｣
の
草
体
の
類
似
か
ら
の
誤
写
の
可
能
性
も
あ
る
が
､
管

見
に
入

っ
た
も
の
は
す
べ
て

｢宿
｣
も
し
-
は
仮
名
表
記

｢
ヤ
ー

(や
と
)
｣
で
あ
り
､

誤
写
と
は
考
え
に
-
い
｡

③
は
'
真
鍋
氏
は

(む
-
犬
は
)
｢鷹
｣
｢
猫
｣
｢鼠
｣
な
ど
と
同
様
'
乳
幼
児
に
と

っ
て
は
恐
ろ
し

い
モ
ノ
で
あ

っ
た
｡
｢縁
の
下
の
濃
｣
は
､
そ
の
恐
さ
を
さ
ら
に
強
調
し
た
も
の

で
あ
る
｡

と
さ
れ
､
基
本
的
に
賛
成
で
き
る
｡
『今
昔
物
語
集
』
巻
十
六
第
十
七
話

｢備
中
国
賀
陽

良
藤
'
為
狐
夫
得
観
音
助
語
｣
(同
話

･
類
話
は

『
元
亨
釈
書
』
巻
二
十
九
や
中
世
小

説

｢狐
の
草
子
｣
等
に
も
)
な
ど
に
う
か
が
え
る
よ
う
に
､
縁
の
下
は
冥
界
と
通
じ
て
い
た

り
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
て
､
｢恐
さ
を
さ
ら
に
強
調
｣
で
き
る
も
の
で
あ
ろ
う
｡

④
に
つ
い
て
は
､
先
述
の
よ
う
に
真
鍋
氏
が

｢目
き
ら
ら
｣
に
つ
い
て
適
切
に
指
摘

(3
)

さ
れ
て
い
る
が
､
付
け
加
え
る
な
ら
ば
､
『名
語
記
』
巻
八

･
九
七
丁
オ
に

目
の
き
ら
ら
如
何

-
り
ら
か
ら
や
の
反
は
き
ら
ら
也

-
り
ら
や
ら
か
同

と
あ

っ
て
､
鎌
倉
時
代
中
期
に
は

｢目
の
き
ら
ら
｣
は
ほ
ぼ
熟
し
た
句
に
な

っ
て
い
た

よ
う
で
､
｢目
き
ら
ら
｣
と
縮
約
し
て
怪
物
め
い
た
も
の
を
言
お
う
と
す
る
の
も
､
ほ

ぼ
同
時
代
に
は
あ
り
え
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
｡

次
に

｢梅
の
木
の
下
｣
を
考
え
て
み
る
｡
｢木
の
下
｣
が
､
枝
の
下
で
土
の
上
な
の

-1.

か
､
土
の
下
な
の
か
は
っ
き
り
し
な
い
が

､
『
源
氏
物
語
』
｢手
習
｣
巻
で
､
入
水
に

失
敗
し
た
浮
舟
は
､

一
人
で
失
綜
し
た
際
の
記
憶
を

｢
た

だ

､
ほ
の
か
に
思
ひ
出
づ
る
事
と
て
は
､
た
だ
い
か
で
こ
の
世
に
あ
ら
じ
と

思
ひ
つ
つ
､
夕
暮
れ
ご
と
に
､
は
し
近
-
て
な
が
め
し
程
に
､
前
近
-
大
な
る
木

の
あ
り
し
下
よ
り
､
人
の
出
で
来
て
､
率
て
い
-
心
地
な
む
せ
し
｣

と
語

っ
て
い
る
｡
こ
こ
で

｢前
近
-
大
な
る
木
の
あ
り
し
下
｣
か
ら
出
て
き
た

｢人
｣

と
い
う
の
は
､
実
は

｢昔
は
､
行
ひ
せ
し
法
師
の
､
い
さ
さ
か
な
る
世
に
恨
み
を
と
ど

凹

め
て
､
た
だ
よ
ひ
歩
｣
い
て
'
た
ま
た
ま
八
の
宮
の
宇
治
別
荘
に
住
み
着
い
た
物
の
怪

で
あ
る
｡

ま
た
､
『神
道
集
』
巻
八
に
は

(甲
賀
の
山
中
で
)
大
な
る
光
物
飛
び
乗
り
て
､
こ
の
大
木
の
東
の
枝
に
居
た
り

け
り
｡
-
-
根
の
下
よ
り

｢何
に
｡
今
何
事
か
有
る
｣
と
問
ひ
け
れ
ば
､
彼
の
光

物
語
り
け
る
は
､
｢甲
賀
郡
の
内
に
'
由
良
の
里
に
こ
そ
､
今
東
西
軒
を
並
べ
て

同
時
に
産
し
て
候
ふ
が
､
疾
-
名
を
付
け
て
'
七
歳
以
前
に
取
ら
ん
と
し
て
候

へ

は
'
親
共
が
賢
く
し
て
､
胎
内
に
て
名
を
付
け
て
候
ふ
間
'
力
に
及
ば
ず
｣
と
語

り
け
れ
ば
-
‥

と
い
う
'
大
木

(何
の
木
か
は
不
明
)
の
下
に
魔
物
が
い
る
と
い
う
話
が
あ
る
｡
｢木

の
下
｣
と
い
う
空
間
も
'
物
の
怪
や
神
霊
の
類
と
縁
の
深
い
場
所
な
の
で
あ

っ
た
｡

｢
目
き
ら
ら
｣
の
い
る
場
所
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
ろ
う
｡
｢梅
｣
に
特
定
す
る

理
由
は
わ
か
ら
な
か

っ
た
が
'
そ
の

｢木
の
下
｣
と
す
る
の
も
､
｢恐
さ
を
さ
ら
に
強

調
｣
す
る
た
め
と
言
え
よ
う
｡

次
に
､
⑤
の

｢念
々
法
師
｣
｢露
々
法
師
｣
に
つ
い
て
も
､
『名
語
記
』
が
参
考
に
な
る
｡

･
小
児
を
も
る

(｢り
｣
を
見
せ
消
チ
)
ふ
す
る
時
の
詞
に
､
｢
ね
ね
法
師
｣
と
云

へ
る

｢
ね
ね
｣
如
何
｡
答
､
｢
ね
｣
は

｢寝
入
れ
｣
と
の

｢寝
｣
を
続
け
て
云
へ

る
也
｡
｢法
師
｣
は
､
髪
い
ま
だ
生
ひ
ぬ
ほ
ど
の
児
は
法
師
の
様
な
れ
ば
云
ふ
に

や

｡

〔名
語
記

･
巻
四

･
八
七
丁
オ
〕

･

｢
ろ
ろ
法
師
｣
､
如
何
｡
答
､
前
々
申
侍
り
つ
｡
小
児
を
守
り
ふ
す
る
時
の
詞

也
｡
｢
ろ
ろ
｣
は
波
多
迦
王
の
舌
の
こ
は
く
て

｢
ろ
ろ
｣
の
字
を
の
た
ま
は
ざ
り

し
時
､
乳
母
に
い
は
せ
し
詞
也
｡

〔名
語
記

･
巻
十

･
三
丁
り
〕

と
あ

っ
て
､
い
ず
れ
も
鎌
倉
時
代
中
期
に
は
子
守
り
が
赤
ん
坊
を
寝
入
ら
せ
る
時
に
慣

用
さ
れ
て
い
た
語
で
あ

っ
た
｡

し
か
し
､
⑤
の
全
体
の
意
味
は
残
念
な
が
ら
不
明
で
あ
る
｡
真
鍋
氏
は

(｢
ね
ん
ね
ん
法
師
｣
と
か

｢
ろ
ろ
法
師
｣
と
か
)
そ
の
よ
う
に
名
付
け
ら
れ
た
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姦墓室重要雫掌霊筆写
a

( 行

し 5 返

憂苦蓋2
.

主旨妻萎童
子妻慧嘉表肇き言

4
o

か
｣

太 に 1 で
･ に は 子 附 等 は

守 詞 の さ の て や 4 と 同 4 た 5

誓書義警警毒…冨主告o
o

毒害草書妻茎葉
蒜奈雷

批
､

に そ
､

五要義草書童子
S

o

去董葦吾喜聾宣誓言責
○

璽喜言募室豪
9 6

中世聖徳太子伝の-駒

法
師
風
体
の
人
形

(玩
具
)
も
あ
る
い
は
あ

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
｡

と
さ
れ
て
い
る
が
､
あ
る
い
は
そ
う
か
も
し
れ
な
い
し
､
赤
ん
坊
同
士
を
紐
で
つ
な
い

で
力
比
べ
の
よ
う
な
こ
と
を
さ
せ
る
遊
び
'
あ
る
い
は
生
育
儀
礼
の
よ
う
な
も
の
が
あ

っ

た
の
か
も
知
れ
な
い
｡

⑥
は
'
今
野
氏
が
指
摘
さ
れ
た
A

『
当
麻
皇
陀
羅
疏
』
の
中
の
歌
と
大
体
同
じ
で
あ

り
､
そ
の
解
釈
も
全
体
的
に
は
あ
ま
り
問
題
は
な
い
だ
ろ
う
｡
字
義
通
り
の
も
の
と
解

釈
し
て
､
赤
ん
坊
を
あ
や
す
内
容
の
歌
詞
で
あ
る
｡

⑦

･
⑧
は
⑤
で
出
て
き
た

｢念
々
｣
｢露
々
｣
を
取
り
出
し
た
も
の
で
'
も
と
も
と

赤
ん
坊
を
あ
や
す
時
の
言
葉
で
あ
る
｡
前
者
は

｢
寝
ん
寝
ん
｣
'
後
者
は
巻
き
舌
で

｢
ろ
ろ
ろ
ろ
‥
-
､
ば
あ
｣
と
や
る
も
の
で
あ
ろ
う
｡
そ
し
て
最
後
に
④
の
繰
り
返
し

が
あ
る
｡

『名
語
記
』
等
庶
民
の
使
用
語
嚢
が
多
-
載
る
文
献
と
語
嚢
が
共
通
す
る
こ
と
か
ら
､

(
乙
)
は
､
必
ず
し
も
こ
の
ま
ま
の
形
で
は
な
か

っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
､
説
話
成
立

当
時
世
間
で
普
通
に
赤
ん
坊
に
向
か

っ
て
歌
わ
れ
て
い
た
子
守
歌
を
'
太
子

へ
の
子
守

歌
の

｢末
代
｣
に
お
け
る
北
伝
と
称
し
て
利
用
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
｡

次
に
､

(甲
V

a
～

e
の
部
分
を
見
て
行
-
｡

a
と
b
は

｢念
｣
(ね
ん
)
及
び

｢露
｣
(ろ
)
を
繰
り
返
し
た
も
の
で
､

C
l
で
は

踊
り
字
を
含
め
て
五
回
づ

つ
し
か
な
い
が
､
C
2

･
3

･
5
は
七
回
分
あ
る
｡
C
l
等

に
あ
る
説
明
を
見
る
と
､
⑤
及
び
⑦

･
⑧
に
見
え
る
あ
や
し
言
葉
を
､
聖
徳
太
子
に
附

会
さ
せ
て
意
味
づ
け
し

｢七
回
｣
と
し
た
も
の
で
あ
る
｡

C
は
①
に
相
当
す
る
部
分
だ
が
'
⑤
の

｢
ね
ん
ね
ん
法
師
｣
に
か
け
て
'
聖
徳
太
子

〔5
)

の
前
身
と
さ
れ
る

｢念
禅
｣
に
結
び
つ
け
よ
う
と
し
た
形
で
あ
る

｡
｢古
法
師
｣
は

｢小
法
師
｣
か
ら
用
字
を
附
会
的
に
改
変
｡
d
も
同
様
｡

a
～
d
の
部
分
は
'
確
か
に

①

～
⑧
の
子
守
歌
を
聖
徳
太
子
に
附
会
さ
せ
よ
う
と
し
て
作
り
替
え
た
と
見
え
る
｡

問
題
は
､

e
の
部
分
で
あ
る
｡

C
l叡
山
文
庫
本

『太
子
伝
』
を
始
め
､
C
2

･
4

･

5
に
も
､
そ
の
解
釈
が
説
明
さ
れ
て
い
る
が
'
｢附
会
｣
と
し
か
言
え
な
い
も
の
で
あ
る
｡

た

だ

､
そ
の
附
会
的
説
明
に
は
二
種
類
あ
る
｡
C
2
は
C
l
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
､
C

4

･
5
に
は
別
の
解
が
あ
る

(
C
5
に
は
C
l
と
同
様
の
も
の
も
併
せ
て
載
せ
る
)
｡

ま
ず
'
C
4

･
5
の
解
は
次
の
よ
う
で
あ
る

(引
用
は
C
5
の
も
の
｡
C
4
も
ほ
ぼ

同
じ
)
｡ね

き
ら
～
と
は
'
太
子
は
た
い
こ
ん
け
ん
の
せ
う
び
な
る
ゆ
へ
に
'
日
本
国
中
の

大
小
の
神
祇
'
太
子
を
守
護
し
玉
ふ
と
也
｡
祢
宜
は
神
に
つ
か
ふ
る
者
な
る
か
ゆ

へ
也
｡

わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
が
､
｢生
め
る
子
｣

つ
ま
り
聖
徳
太
子
を
'
日
本
の
多
-

神
々
が
守
護
し
て
い
る
､
と
い
う
意
味
だ
と
す
る
も
の
で
る
｡
こ
れ
は
と
り
あ
え
ず
､

e
の
部
分
を
太
子
に
結
び
つ
け
て
説
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
わ
か
る
｡
し
か
し
､

｢
ね
き
ら
ら
｣
あ
る
い
は

｢
ね
ぎ
ら
ら
｣
の
語
構
成
を

｢祢
宜
｣
と

｢
ら
ら
｣
と
に
分

け
て
も
'
｢
ら
ら
｣
が
説
明
で
き
な
い
L
t
祢
宜
を
神
そ
の
も
の
と
同

一
視
す
る
点
も

不
審
で
あ
る
｡
ま
た
こ
の
C
4

･
5
は
t
d

｢宿
れ
宿
れ
｣
の
解
釈
に
つ
い
て
も
'

｢
や
と
れ
や
と
れ
｣
と
は
､
此
国
に
生
を
う
け
て
衆
生
を
済
度
す
べ
き
こ
と
ば
な

り
O

と
の
独
白
の
解
を
載
せ
る
な
ど
､

c
lと
は
別
に

a
～
d
の
解
釈
を
作

っ
て
い
る
｡
C

4

･
5
タ
イ
プ
は
江
戸
期
の
写
本
に
初
め
て
見
え
る
解
で
も
あ
り
､

e
に
つ
い
て
も
'

や
は
り
C
l
タ
イ
プ
の
解
釈
で
は
満
足
し
な
い
書
写
者
な
り
が
試
解
し
た
も
の
と
考
え

て
よ
い
で
あ
ろ
う
｡

一
方
､

c
l
･2
(
5
に
も
併
載
)
の
解
釈
で
は
'
｢祢
宜
羅
々
｣
と
は
八
葉
蓮
花

の
形
を
し
た

｢
母
衣
｣
(胞
衣
)
の
こ
と
で
あ
り
､
そ
れ
は
胎
内
に
あ

っ
て
は
子
を
寒

さ
熱
さ
や
毒
か
ら
守
り
､
子
と
共
に
生
ま
れ
て
は
､
埋
め
ら
れ
て
守
護
し
た
り
す
る
も

の
と
説
明
さ
れ
る
｡
し
か
し
こ
れ
で
は
t

e
が
聖
徳
太
子
を
あ
や
す
時
に
歌
わ
れ
た
歌

詞
で
あ
る
こ
と
の
説
明
に
は
な

っ
て
い
な
い
｡

C
l
タ
イ
プ
の
解
釈
で
は
､
太
子
の
子

守
歌
と
し
て
歌
わ
れ
る
必
然
性
が
な
い
の
で
あ
る
｡
そ
も
そ
も

｢祢
宜
羅
々
｣
が
本
当

五
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は 大 変 変 が

妻豪警葦董葦蒙互警嘉至考量垂て ら 明 で た e

る れ と あ も に

こ て す ろ の つ

と い る う と い

は る 他
○

考 て

難 こ な そ え 新
し と い れ る た
い は が が し な

が 確
､

a か 解
､

か 太 i な 釈
蓋 で 子 d い を

然 あ に の 形 す

性 る 関 作 で る

ほ
○

わ 成 あ 用

高 真 る と る 意
い 鍋 何 同 こ は

妻 氏 ら 時 と な

吉 の か の か い

責苦喜蓋言妻重責垂墓室
'

f
で い

す た

る 子
必 守
要 歌
が を

あ 利
つ 用
た し

の て

で
､

あ 太
ろ 子
う 伝
か の

○

中
に

組
み

込
ま

れ

た

ら

し

い

が
ヽ

な
⊥

ぜ
ハ

そ

う

ま

警蔓差違墓室至宝憂吉宗

伝
｣

iZI

の

位

づ

け

l

【芦芦

る 続
い そ

ち ま

ひ マ 太
､

は
し

)

子 逆 ､

椎 ･ よ な

墓毒妻蓋雪
､

と 釈

警霊室き
吉宗

t

L 蒜 ｢ 御 ㌘品 等
る 椎 て 明 に 法 歌

に 此 さ し 輪
｣

: て の ｡
へ ･ の

御 日 奇 に 入 説
す 本 蹟 か 浬 話
時 国 に は 盤 に

､

に 対 る の す

強 生 す 御 八 ぐ
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に

｢胞
衣
｣
の
こ
と
で
あ
る
の
か
ど
う
か
も
､
用
例
が
な
-
疑
わ
し
い
｡
少
な
-
と
も
､

c
l
タ
イ
プ
の
解
釈
は
､

e
が
太
子
伝
に
参
加
す
る
と
同
時
の
も
の
で
は
な
い
と
言
え

る
だ
ろ
う
｡

e
は
､
太
子
伝
に
入

っ
た
あ
と
の
誤
伝
に
よ

っ
て
形
が
変
わ
り
意
味
が

(太
子
と
の
関
わ
り
も
)
通
ら
な
-
な

っ
た
も
の
か
'
形
の
変
化
は
な
い
が
初
め
か
ら

c
l
の
解
釈
と
も
C
4
の
解
釈
と
も
異
な
る
意
味
を
担
わ
さ
れ
て
い
た
も
の
か
の
い
ず

れ
か
で
あ
り
'
い
ず
れ
し
ろ
意
味
が
不
明
に
な

っ
て
か
ら
C
l
タ
イ
プ
の
解
釈
が
当
て

･卜

ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
｡

残
念
な
が
ら
今
は
e
に
つ
い
て
新
た
な
解
釈
を
す
る
用
意
は
な
い
｡
た
だ
t
a
～

d

が
①
～
⑧
を
利
用
し
た
も
の
と
考
え
る
し
か
な
い
形
で
あ
る
こ
と
か
ら
､

e
も
､
④
の

変
形
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
｡
そ
れ
が

a
～
d
の
作
成
と
同
時
の
し
か
も
意
図
的
な

変
形
か
ど
う
か
は
不
明
と
す
る
他
な
い
が
､
太
子
に
関
わ
る
何
ら
か
の
意
味
を
担

っ
て

太
子
伝
に
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
｡
真
鍋
氏
の
想
定
さ
れ
た
こ
と

は
'
完
全
に
証
拠
立
て
る
こ
と
は
難
し
い
が
､
蓋
然
性
は
高
い
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
｡

六

い
た
子
守
歌
を
利
用
し
て
'
太
子
伝
の
中
に
組
み
込
ま
れ
た
ら
し
い
が
､
な
ぜ
そ
う
ま

で
す
る
必
要
が
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
｡

三

｢太
子
伝
｣
へ
の
位
置
づ
け

と
こ
ろ
で
'
こ
の
子
守
歌
に
関
す
る
話
柄
は
､
『
聖
徳
太
子
伝
暦
』
注
釈
書
の
B

『
玉
林
抄
』
で
は
､
太
子
が

一
歳
の
時

｢不
妄
噂
泣
｣
と
い
う
こ
と
の
注
釈
と
し
て
出

て
い
る
｡
し
か
し
､
そ
も
そ
も
妊
娠
八
ケ
月
で
胎
内
か
ら
言
葉
を
発
し
て
い
た
太
子
で

あ

っ
て
､
し
か
も
生
ま
れ
て
か
ら
も

｢妄
り
に
噂
泣
せ
ず
｣
な
の
だ
か
ら
､
子
守
歌
な

ど
必
要
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
｡
他
の

『伝
暦
』
注
釈
書
類
に
こ
の
話
が
な

い
の
は
当
然
な
の
で
あ
る
｡
ま
た
､
こ
れ
が
載
る

｢中
世
太
子
伝
｣
で
も
､
こ
こ
以
外

が

｢権
者
｣
の
聖
徳
太
子
に
ふ
さ
わ
し
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
る
の
に
､

こ
こ
だ
け
ご
-
普
通
の
赤
ん
坊
の
よ
う
に

｢膝
の
上
｣
｢懐
の
中
｣
で
子
守
り
さ
れ
､

子
守
歌
を
歌
わ
れ
て
あ
や
さ
れ
て
い
る
の
は
'
ほ
ほ
え
ま
し
い
が
'
不
思
議
で
あ
る
｡

前
節
で
見
た
よ
う
に
'
太
子
伝
の

｢
ね
ん
ね
ん
子
守
歌
｣
は
､
当
時
実
際
に
歌
わ
れ
て

そ
こ
で
ま
ず
気
に
な
る
の
は
､
C
4

･
5
で

｢
ね
ん
ね
ん
子
守
歌
｣
の
説
話
に
す
ぐ

続
い
て
あ
る
'
次
の
よ
う
な
文
言
で
あ
る

(引
用
は
C
5
)
｡

す
べ
て
､
天
胎

･
入
胎

･
出
胎

･
出
家

･
降
魔

･
成
道

･
転
法
輪

･
入
浬
盤
の
八

相
､
な
い
し
幼
稚
の
御
あ
り
さ
ま
'
こ
と
ご
と
-
釈
尊
の
い
に
L
へ
に
か
は
る
御

事
な
か
り
き
｡

つ
ま
り
､
聖
徳
太
子
と
釈
迦
如
来
の
'
乳
児
時
代
の

｢幼
稚
の
御
あ
り
さ
ま
｣
が
同
じ

(7)

で
あ
る
こ
と
を
言
お
う
と
す
る
話
と
解
釈
す
る
わ
け
で
あ
る
｡
｢釈
迦
八
相
｣
と
並
べ

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
､
こ
こ
に
言
う

｢幼
稚
の
御
あ
り
さ
ま
｣
と
は
'
文
字
通
り
の

｢乳
幼
児
の
頑
是
な
さ
｣
を
意
味
す
る
の
で
は
な
-
'
(超
人
的
に
聡
明
で
奇
蹟
的
な
)

｢
乳
幼
児
時
代
の
御
様
子
｣
の
意
で
あ
ろ
う
｡
言
う
ま
で
も
な
-
､
当
時
の
仏
伝
に
描

(8
)

か
れ
る
釈
迦
に
'
文
字
通
り
の

｢
幼
稚
｣
の
様
は
全
-
見
当
た
ら
な
い
｡
す
る
と
C

4

･
5
は
､
｢
ね
ん
ね
ん
子
守
歌
｣
説
話
を
も
'
乳
児
の
太
子
の
何
ら
か
の
聡
明
さ

･

奇
蹟
を
表
す
話
と
見
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
､
こ
れ
は
や
は
り
無
理
が
あ
ろ
う
｡
た
だ
､

仏
伝
と
比
較
し
て
､
通
常
注
目
さ
れ
る

｢八
相
｣
に
加
え
て
､
｢幼
稚
の
御
あ
り
さ
ま
｣

を
も
注
意
し
て
い
る
こ
と
は
'
太
子
の
乳
幼
児
時
代
が
､
釈
迦
の

｢
八
相
｣
に
対
応
す

る
各
段
階
に
準
ず
る
ほ
ど
に
注
目
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
だ
ろ
う
｡
太
子
の
乳
幼
児

時
代
は
､
｢
稚
児
太
子
信
仰
｣
に
典
型
的
な
よ
う
に
'
時
代
を
通
じ
て
注
目
さ
れ
て
い

た
と
言
え
よ
う
｡

そ
こ
で
本
話
で
は
'
｢
注
目
｣
で
は
あ
る
が
､
乳
児
太
子
の
聡
明
さ

･
奇
蹟
に
対
す

る
注
目
で
は
な
-
'
逆
に
A

『
当
麻
皇
陀
羅
疏
』
で

彼
の
聖
徳
太
子
の
事
を
承
る
に
､
救
世
観
音
の
応
跡
と
し
て
此
の
日
本
国
に
生

ま
れ
下

(
マ
マ
)
ふ
と
難
も
'
且
つ
凡
夫
に
似
て
同
習
の
幼
稚
に
て
御
す
時
､
強

ち
に
泣
き
給
ひ
し
か
ば
､
御
乳
母
是
を
慰
め
兼
ね
参
ら
せ
け
る
-
-
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中世聖徳太子伝 の
-

駒

ん れ ス 場 お と に て と

子 こ が で で り あ そ 幼 い あ

守 の 書 も は
､

っ む 念 れ 椎 る る

歌 よ 物 あ
､

太 て め 禅 に で の よ
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中世聖徳太子伝の-駒

と
あ
る
よ
う
方
向
で
の
注
目
が
'
こ
の
説
話
の

｢太
子
伝
｣

へ
の
位
置
づ
け
に
関
わ

っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
い
｡
つ
ま
り
､
太
子
も
赤
ん
坊
時
代
は
凡
夫
と
同
様

に
幼
稚
で
あ

っ
た
と
し
て
､
読
者
に
親
し
み
を
持
た
せ
る
意
図
と
い
う
こ
と
で
あ
る
｡

そ
れ
に
関
連
す
る
が
t
B

『
玉
林
抄
』
で
は
こ
の
子
守
歌
を
記
す
と
こ
ろ
で
'

念
禅
法
師

(
｢小
歌
か
か
り
に
｣
の
傍
書
)
古
法
師
､
や
と
り
や
と
れ
､
古
法
師
'

む
め
の
木
の
本
に
は
ね
き
ら
～
か
さ
ふ
ら
う
そ

(文
)

と
あ

っ
て
､
こ
の
子
守
歌
の
部
分
が

｢小
歌
｣
の
調
子
で
語
ら
れ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て

お
り
､
太
子
伝
の
絵
解
き
の
よ
う
な
場
が
想
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
｡
そ
の
よ
う
な

場
で
は
'
赤
ん
坊
の
太
子
の
幼
稚
の
様
は
､
興
味
を
持
た
せ
る
た
め
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
で
も
あ
り
'
親
し
み
を
も

っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
易
か

っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
｡
そ

れ
が
書
物
の
太
子
伝
に
取
り
込
ま
れ
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
｡

こ
の
よ
う
な
'
｢太
子
伝
｣
の
享
受
の
さ
れ
方
が

一
因
で
､
あ
る
時
期
に

｢
ね
ん
ね

ん
子
守
歌
｣
が
利
用
さ
れ
､
｢太
子
伝
｣
の

一
駒
と
な

っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
｡

合
し
て
い
る
感
が
あ
る
｡
よ

っ
て
､
A
と
B
の
子
守
歌
が
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
行
わ
れ

て
い
て
'
両
者
を
統
合
し
て
C
l
タ
イ
プ
が
出
来
'
そ
の
後

(あ
る
い
は
同
時
に
)
､

説
話
と
し
て
成
立
し
た
'
と

一
応
は
考
え
て
よ
い
か
も
知
れ
な
い
｡
し
か
し
'
そ
の
成

立
時
期
ま
で
は
未
詳
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
｡
今
は
'
｢
ね
ん
ね
ん
子
守
歌
｣
自
体
の
成

立
が
鎌
倉
中
期
と
す
れ
ば
'
聖
徳
太
子
説
話
と
し
て
の
成
立
は
､
今
野
氏
が
言
わ
れ
る

よ
う
に
､
鎌
倉
時
代
末
期
と
す
る
の
が
や
は
り
妥
当
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
｡

四

お
わ
り
に

前
引
の
よ
う
に
今
野
氏
は
､
A

『当
麻
寺
鼻
陀
羅
疏
』
の
記
事
か
ら

聖
徳
太
子
の
子
守
唄
説
話
は
鎌
倉
時
代
末
期
に
出
来
上
が

っ
た
と
見
て
よ
く
､
そ

の
本
歌
の

(
ね
ん
ね
ん
唄
)
の
存
在
は
､
当
然
そ
れ
に
先
立
つ
こ
と
に
な
る
｡

と
､
話
と
子
守
歌
両
者
の
成
立
時
期
を
想
定
さ
れ
た
｡
本
稿
で
見
て
き
た
よ
う
に
､
C

l

(
乙
)
の

｢
ね
ん
ね
ん
子
守
歌
｣
は
'
『名
語
記
』
に
見
ら
れ
る
語
嚢
と
共
通
す
る

も
の
が
多
-
'
鎌
倉
中
期
ま
で
そ
の
成
立
を
引
き
上
げ
る
可
能
性
が
出
て
き
た
と
言
え

よ
う
｡

一
方
､
こ
の
説
話
と
し
て
の
成
立
の
手
掛
か
り
は
'
あ
ま
り
新
た
に
は
出
て
こ
な
か
っ

た
｡
C
l

(
乙
)
子
守
歌
は
､
A
と
B
の
歌
を
併
せ
持

っ
た
よ
う
な
内
容
を
持
ち
'
④

部
分
が
最
後
に
も
う

一
度
繰
り
返
さ
れ
る
な
ど
､
か
な
り
既
存
の
子
守
歌
を
操
作

･
接

【注
】

(
-
)
永
享
八
年

(
一
四
三
六
)
成
立
｡
浄
土
宗
全
書
･
第
十
三
巻
に
よ
る
｡

(
2
)
文
安
元
年

(
1
四
四
四
)
成
立
｡
臨
川
書
店
刊
の
正
保
三
年
版
本
の
影
印
に
よ
る
｡

(
3
)
建
治
元
年

(
一
二
七
五
)
成
立
｡
勉
誠
社
刊
の
翻
刻
に
よ
る
｡

(
4
)
B

『玉
杯
抄
』
は

｢む
め
の
木
の
本
｣
と
あ
る
の
で
根
本
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
だ
が
､

他
本
は
す
べ
て

｢下
｣
あ
る
い
は

｢し
た
｣
で
あ
る
｡

(
5
)
太
子
の
前
世
を
､
『三
宝
絵
』
(観
智
院
本
)
巻
中

｢聖
徳
太
子
｣
は

｢子
ム
禅
師
｣
(倭

書

｢思
禅
法
師
或
｣)､
『聖
徳
太
子
伝
暦
』
推
古
天
皇
十
七
年
四
月
八
日
条
は

｢此
の
太
子

は
-
-
念
禅
比
丘
な
り
｣
と
す
る
｡
さ
ら
に
､
念
禅
は
慧
思
禅
師
と
同
1
人
物
と
さ
れ
る
0

(
6
)
胞
衣
の
母
胎
内
で
の
働
き
に
つ
い
て
は
'

･
産
生
の
時
'
｢ゑ
な
｣
と
云
へ
る
物
あ
る
欺
'
如
何
｡
答
'
｢
ゑ
な
｣
は
胞
衣
也
｡
胎
内

の
赤
子
の
頂
上
を
覆
ひ
て
寒
熱
の
気
を
防
ぐ
物
也
｡
産
以
後

｢後
の
も
の
｣
と
云
へ
る
は

こ
の

｢ゑ
な
｣
の
事
也
｡
｢や
ね
な
ま
｣
の
反
｡
｢え
な
｣
の
段
に
も
申
せ
り
｡

〔名
語
記
･
巻
六
･
七
五
丁
オ
〕

･
続

母
衣
に
作
す
｡
言
は
核
児

(傍
訓
･
み
ど
り
ご
)
母
胎
に
在
る
時
､
頑
に
胞
衣
を

戴
ひ
て
以
て
諸
毒
を
防
ぐ
也
｡

〔下
学
集
･
下
巻
〕

な
ど
の
記
事
が
あ
り
､
C
l
の
解
釈
の
下
地
は
'
鎌
倉
時
代
中
期
に
は
存
在
し
得
た
も
の

で
あ
る
が
､
そ
の
解
釈
そ
の
も
の
の
成
立
時
点
は
不
明
｡

(
7
)

一
般
的
に
'
聖
徳
太
子
の
伝
記
が
釈
迦
の
そ
れ
に
重
ね
合
わ
せ
て
語
ら
れ
る
面
が
あ
る

こ
と
は
'
黒
部
通
善
氏

『
日
本
仏
伝
文
学
の
研
究
』
(
一
九
八
九
年
六
月
･
和
泉
書
院
)
第
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昏 や 『 華 い

『 『 釈 蔵 る

仏 釈 迦 寺 わ

本 迦 如 蔵 け

行 譜 釆 『 で

集
』

ミ 八 釈 は

/ ヽ

松 本 昭 彦

二
幸

｢聖
徳
太
子
説
話
と
仏
伝
経
典
｣
参
照
｡

(
8
)
『
釈
迦
の
本
地
』
や
､
｢
『
釈
迦
の
本
地
』
の
よ
う
に
完
全
に
和
習
化
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
も
の
の
､
そ
こ
に
い
た
る
中
間
的
な
位
相
に
あ
る
｣
(湯
谷
祐
三
氏

｢華
蔵
寺
蔵

『
釈

迦
如
来
八
相
次
第
』
解
題
｣
-
真
福
寺
善
本
叢
刊

『中
世
仏
伝
集
』
所
収
)
『
釈
迦
如
来
八

相
次
第
』
(真
福
寺
本
)
等
の
日
本
の
仏
伝
､
及
び

『
過
去
現
在
因
果
経
』
や

『
釈
迦
譜
』
'

｢
日
本
の
中
世
仏
伝
の
多
く
が
基
本
的
に
-
-
土
台
と
し
て
い
る
｣
(湯
谷
氏
)
『
仏
本
行
集

経
』
等
の
経
典
に
こ
の
よ
う
な
釈
迦
の
幼
稚
の
様
は
見
当
た
ら
な
い
｡
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